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2017年2月18日（土）	 於：横浜市技能文化会館 
 

ダブルケアシンポジウム：ダブルケアしながら働くことが当たり前の社会へ 
神奈川ワーカーズコレクティブ連合会・横浜国大共同ダブルケア実態調査 

報告 
横浜国立大学	 相馬直子	 nsoma@ynu.ac.jp 

 
ダブルケア（ケアの複合化）とは何か？                                        
 
１）狭義：育児と介護の同時進行下におけるケア責任・負担・ニーズの複合化、複合的課題 
・英国ブリストル大学山下順子氏と、2012年度～東アジア比較研究の分析概念から出発 
・育児と介護の同時進行の実態や、世代内・世代間のケア複合化を問題化するために概念化 
 
２）広義：家族や親族等、親密な関係下の複数のケア関係におけるケア責任・負担・ニーズ

の複合化、複合的課題 
・夫のケア、自分のケア、障がいを持つ兄弟のケア、非正規シングルと親のケア、障がいを

持つ成人と親のケア、多文化家庭におけるケア関係 etc 
・ダブルだけではない実態、トリプルケア、etc 
 
Ⅰ. ケアの複合化の構造的要因〜 なぜ、いま、ケアの複合化か？                 
 「男性稼ぎ主型家族のダブルケア」時代の終焉 
・	ダブルケアという言葉がなかった時代も、親族や家族の中には、複合的なケアは存在。

男性稼ぎ主型家族の中で、家族が（嫁が）、ダブルケア責任を果たすのが「当たり前」と

いう規範、それを前提とした制度状況だった。 
・	現在…家族・親族・地域関係の変化、介護保険制度・子育て支援制度化の状況であり、

男性稼ぎ主型雇用が劣化する中で、もはや、「男性稼ぎ主型家族のダブルケア」は終焉。 
 
 1. 人口学的要因：世代内＋世代間での複合化 
 少子化・高齢化の同時進行 
＝晩婚化・晩産化・高齢化の同時進行 →育児・介護（ライフイベント）の重複可能性高まる 
  
 量的側面： 
 「２０２５年問題」としてのダブルケア問題	（団塊世代の介護＋団塊ジュニア世代の育児） 
 「２０５０年問題」としてのダブルケア問題（団塊ジュニア世代の介護＋未来世代が育児） 
  
 2. 労働市場の構造要因 
 雇用の質の劣化：非正規化、非正規共働きの増大 
 若年層の非正規化、ニート問題＝親の扶養期間の長期化 
 女性の就業率の上昇： 団塊世代：介護＋孫支援（＋子育て）＋仕事 
 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 団塊ジュニア世代以降：子育て＋介護＋仕事 
 男性の長時間労働、ケアと仕事の両立困難：出産・育児離職、介護離職、ダブルケア離職 
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 3. 地域・親族ネットワークの縮小、家族機能の変容 
・	頼れる親族、近所の知り合いがいない 
・	兄弟数の減少＝＞介護や育児を分担できるネットワークの不在 
 
 4. 縦割り制度の構造要因 
・	介護・子育て両制度が縦割りで、領域横断的でないことにより、制度からこぼれ落ちる

ダブルケアラーが一定数存在。 
・	ダブルケアラーの複合的負担、孤立。 
 
 Ⅱ. 「ケアの複合化」：何が問題か？	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
1. 「ダブルケアラー」の社会的存在が認知されていない。 
・	「シングルケア」の考え方が根強い。 
・	ケアは女性が担うものという規範が依然として根強い。 
・	男性のダブルケアラーの存在。 

 
2.  ダブルケアをしながら働き続けることが困難。ダブルケアによる雇用機会の喪失。 
3.  ダブルケア責任や負担が女性へ集中しがち。しかし、男性ダブルケアラーも一定数存在。
＝＞孤立したダブルケアラーの存在（社会関係からの排除） 

4. 介護費が次世代の人的資本投資を抑制 
5.  少子化リスク 
6.  複合化するケア課題に、柔軟かつスピーディーに対応できない、縦割り制度の限界 
 
政府統計では、複合化・多様化するケア実態が把握できない	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
「就業構造基本調査」の狭い「介護」定義 

• 介護とは、日常生活における入浴・着替え・トイレ・移動・食事などの際に、何らか
の手助けをすること 

• ふだん介護しているか決められない場合は、１年間に３０日以上介護している場合を
「介護をしている」とみなす 

 
本調査の「介護」「育児」定義	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
１）「介護」：愚痴を聞くといった精神的なケアや買い物代行、ケアマネジャーとの連絡やサ

ービスの調整など、広い意味で世話をする・援助することを含みます。 
２）「育児」：年齢や居住形態に関わらず、ケア（世話・看護・介助）が必要な子どもがいる

ことを意味します。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

	

→今回の調査結果へ	
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部門 

 
 
あなたの年齢 

 
 
あなたの兄弟数 

 
 

配偶者について 

 
 
配偶者の年齢 

 
 
配偶者の兄弟数 

 
 

家事	
34% 

生協	
19% 

保育	
15% 

デイ	
8% 

移動	
6% 

生活	
6% 

食文化	
4% 
住まい	

4% 
食事	
3% 

居宅	
1% 

20歳
代	
2% 

30歳
代	
8% 

40歳
代	

18% 

50歳
代	

29% 

60歳
代	

35% 

70歳
代	
7% 

80歳
以上	
1% 

1人	
6% 

2人	
43% 3人	

31% 

4人	
11% 

5人以
上	
9% 

同居し
ている	
83%	

同居し
ていな
い	

3%	

配偶者
（パー
ト

ナー）
はいな

い	

20歳代	
0% 

30歳
代	
6% 

40歳代	
15% 

50歳代	
26% 

60歳代	
39% 

70歳
代	

12% 

80歳
以上	
2% 

1人	
8% 

2人	
42% 3人	

28% 

4人	
11% 

5人以
上	

11% 
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あなたの所在地 

 
 
いま住んでいる地域の在住歴 

 
あなたの就業状況 

 

介護や育児と両立しやすい職場か 

 
 
現在の事業所での就業期間 

 
 
現在の事業所で働き続けたいか 

 
 

川崎	
17% 

横浜北	
15% 

横浜中	
11% 横浜南	

12% 

県央	
15% 

三浦	
12% 

湘南	
14% 

その他
の横浜
市	
1% 

その他
の神奈
川県	
2% 

東京
都	
1% 

神奈
川
県・
東京
都以
外の
県
（＝

5年未
満	
9% 

5年以
上10年
未満	

9% 

10年以
上	

74% 

生
ま
れ

も
育

ち

その他	
1% 

ワーカー
ズ	

74% 

正社員	
6% 

パート・
アルバイ
ト	

11%	

派遣社
員・契約
社員・嘱
託	
1%	

自営業・
家業	
2% 

家業（専
業）	
1% 

無職	
4% 

はい	
85% 

いいえ	
15% 

1年未
満	
8% 

1～3年
未満	
15% 

3～5年
未満	
13% 

5～10年
未満	
21% 

10～15
年未満	
21% 

15～20
年未満	
12% 

20～25
年未満	

7% 

25～30
年未満	

2% 

30年以
上	
1% 

はい	
90% 

いいえ	
10% 
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介護や育児のため仕事をやめたことがある 

 
 
昨年の世帯年収 

 
 
親（義理親）の健康状況 

 
 
 

状況 

 
介護度 

 
 
あなたの関わり 

 
 

はい	
24% 

いいえ	
76% 

100万
未満	
11% 

100～
200万	
13% 

200～
400万	
23% 

400～
600万	
18% 

600～
800万	
14% 

800～
1,000万	

12% 

1,000～
2,000万	

9% 

2,000万
以上	
0% 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

あなた
の母親	

あなた
の父親	

義理の
母親	

義理の
父親	

日常生活に助けは必要ない	

日常生活の助けが必要	

0% 
10% 
20% 
30% 
40% 
50% 
60% 
70% 
80% 
90% 

100% 

要介護５	

要介護４	

要介護３	

要介護２	

要介護１	

要支援２	

要支援１	
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子ども・孫について 

 
 
子ども（第一子）の年齢 

 
介護と子育てのダブルケア 

 

孫の年齢 

 
 
孫の世話（孫支援）に関わっているか 

 
孫支援・介護・子育て 

 

0% 

20% 

40% 

60% 

80% 

100% 

子ども	 孫	

いる	 いない	

0～4歳	
4% 

5～9歳	
5% 

10～14
歳	
8% 

15～19
歳	
8% 

20～24
歳	

13% 25～
29歳	
13% 

30歳以
上	

49% 

自分の子
どもの育
児と介護
のダブル
ケア直面
中	
6%	

過去に育
児と介護
のダブル
ケア経験
あり	
15%	

数年先に
ダブルケ
アに直面
すると思
われる	
15%	

ダブルケ
アに直面
していな
いと思う	

64% 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

0
～

2
歳	

年
少～

年
長	

小
学1

～
3

年	

小
学4

～
6

年	

中
学
生	

中
学
卒
業
以
上	

はい	
46% 

いいえ	
54% 

孫支援と
介護のダ
ブルケア
直面中	
15%	

孫支援・
自分の子
育て・介
護のダブ
ルケア直
面中	
1%	

過去にダ
ブルケア
経験あり	

15%	

数年先に
ダブルケ
アに直面
すると思
われる	

7% 

ダブルケ
アに直面
していな
いと思う	

62% 
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親（義理親）・子・孫以外のケア 

 
 
誰のケアか 

 
 
あなたがケアに関わっているか 

 

どのような形で関わっているか 

 
将来的に誰のケアが最も気にかかるか 

 
 
 

はい	
10% 

いいえ	
90% 

3.5 

10.6 

15.5 

16.2 

18.3 

21.1 

23.2 

0 5 10 15 20 25 

あなた自身	

あなたの配偶者（パー
トナー）の兄妹	

あなたの配偶者（パー
トナー）	

あなたの兄妹	

その他	

あなたか配偶者（パー
トナー）の祖父母	

あなたか配偶者（パー
トナー）のおじ・おば	

はい	
75% 

いいえ	
25% 

0.9 

7.1 

12.8 

16.6 

26.5 

29.4 

36.5 

39.8 

0 10 20 30 40 50 

介護・世話・見守り
に自分は関わってい

経済的援助をしてい
る	

その他の関わり	

定期的に介護・世
話・見守りをしてい

ケアマネージャーな
ど支援者や専門家と

中心となって介護・
世話・見守りをして

必要に応じて介護・
世話・見守りをして

愚痴を聞くなど精神
的なケアをしている	

1 
3.6 
4.2 
5.3 
7.7 
8.9 
9.5 

27 
30.1 

40.9 
49.9 

0 20 40 60 

その他	

おじ・おば（義理も

義理の兄妹	

孫	

子ども	

気にかかる人はいな

兄妹	

あなた自身	

義理の親	

配偶者	

親	
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ダブルケアで何が負担か（複数回答） 

 
 
ダブルケアで大変な時、支えてくれた人は誰か（複数回答） 

 
 
 

51.0  
44.5  

38.0  
32.9  

30.0  
27.0  

22.5  
21.9  

13.6  
8.9  
8.8  
8.2  

6.9  
5.4  

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0  

精神的にしんどい	

体力的にしんどい	

仕事との両立	

親／義理の親の世話を十分にできな

子ども（孫）の世話を十分にできな

遠距離の世話	

経済的負担	

兄妹や親戚間での認識のズレ	

配偶者（パートナー）の理解不足	

負担は感じない（なかった）	

その他（具体的な負担や状況を記入

子ども（孫）の預け先不足	

介護サービスの不足	

誰に相談したらよいかわからない	

61.2  
38.0  

26.2  
26.2  

17.1  
16.8  

13.9  
13.7  
13.2  

10.4  
8.7  

5.5  
4.9  
4.0  

2.4  
2.3  
1.6  
1.6  
1.6  
0.9  
0.5  

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0  70.0  

配偶者（パートナー）	
子ども	
友人	

ケアマネージャー	
親戚	

ヘルパー	
親・義理の親	
介護施設職員	
近所の人	

医師・看護師	
その他	

地域包括支援センター職員	
支えてくれた人はいない（いなかった）	

移動サービスのスタッフ	
配食サービスのスタッフ	

保育園職員	
民生委員	

その他子育て支援関係者	
学校関係者（学童含む）	

保健師	
幼稚園職員	
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あなたのダブルケアの負担感は 

 
 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

ダブルケアのために自分の時間が十分に取れないと思
う	

ダブルケアのほかに家事や仕事などもこなしていかな
ければならず「ストレスだな」と思う	

ダブルケアがあるので家族や友人と付き合いづらく
なっていると思う	

子どものそばにいるとイライラすることがある	

介護を受けている方のそばにいるとイライラすること
がある	

ダブルケアのために体調を崩したと思ったことがある	

ダブルケアが始まって以来、自分の思い通りの生活が
できなくなったと思うことがある	

自分は今以上にもっと頑張って子育てすべきだと思う
ことがある	

自分は今以上にもっと頑張って介護すべきだと思うこ
とがある	

いまの暮らしを考えれば、ダブルケアにかける金銭的
な余裕がないと思うことがある	

いつも思う	 よく思う	 時々思う	 たまに思う	 思わない	

負担である	
23% 

どちらかとい
えば負担であ

る	
45% 

あまり負担で
ない	
23% 

負担で
ない	
9% 
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ダブルケアラーにとって公的な介護サービ

スは現状で十分か 

 
 
ダブルケアラーにとって公的な子育て支援

サービスは現状で十分か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワーカーズのサービス利用 

 
 
利用のサービス 

 
 
 

十分だ
と思う	

5%	
どちら
かとい
えば十
分だと
思う	
23%	

あまり
十分で
ないと
思う	
44%	

十分で
ないと
思う	
28%	

十分だ
と思う	

3% 

どちら
かとい
えば十
分だと
思う	
13% 

あまり
十分で
ないと
思う	
49% 

十分で
ないと
思う	
35% 

現在利
用中	
15% 

過去に
利用	
9% 

利用し
たこと
がない	
76% 

0 5 10 15 20 25 30 

高齢者サロン	

子育てひろば	

ホームヘルプサービス

施設介護サービス	

ショートステイ	

一時預かり（子ども）	

その他	

食事サービス	

移動サービス	

福祉用具の貸与	

保育	

デイサービス	

ケアプランの作成	

ホームヘルプサービス
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なぜワーカーズのサービスか 

 
 
その他で回答が多かったもの	

①関係がある（所属している、ワーカーズ関係施設・サービスを利用している）（50件）	

②サービスの質がいい、サービスに対してニーズがある	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（30件）	

③他のルートからの紹介・情報	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（23件）	

④通いやすい（例：近い）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（20件）	

⑤信頼している	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（25件）	

 
ダブルケアだった時、ワーカーズによる育

児・介護の両サービスを併用したことがあ

るか 

 
 
 
 

 
ダブルケアの認知度 
 

 

11.7 
13.5 
14 
14.3 

18.3 
18.7 
19 

28.6 
38.1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

利用料金が他より安い	

他に頼める所が無かった	

事務的でない	

話を聞いてくれる	

ケアマネの紹介	

急な依頼に応えてくれる	

友人・知人の紹介	

その他	

要望に合わせて対応してくれる	

現在併
用して
いる	

9%	

過去に
併用し
たこと

がある	
6%	

併用し
たこと
がない	

85% 

ある	
59% 

ない	
41% 
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調査結果から考える	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
1. 孫支援・介護・仕事（ケアワーク中心）を両立している世代の実態が明らかに 
・	割合の高さ	 →ダブルケアラーからみた「２０２５年問題」の内実 
・	日常的にケアを必要としている親・義理親の割合が高い 
・	世代間のケアリンク 
・	３大負担	 精神的・体力的にしんどい、仕事との両立 
 
2. 自分のケアも含めた、複合的なケアの「気がかり」 
・シングルケアの考え方からの脱却 

 
3. ワーカーズのサービスや環境は、ダブルケアラー支援そのもの 
・	訪問型ダブルケアラー支援の最前線 
・	柔軟なサービス提供、ケアしながら働ける環境 
・	そして、居場所づくりへ 
・	W.Coのさらなる社会化としての「ダブルケア」 
 
4. 政府の「地域共生社会」の基本コンセプトや政策を、ワーカーズから問い返す 
・全国各地で広がるダブルケア対策（堺市、京都府	 その他） 
・厚生労働白書のどのような文脈で、「ダブルケア」が言及されたか？ 
・財政難、効率化、分権化の文脈 
 
参考：「地域 共生社会」の実現を今後の福祉改革を貫く基本コンセプトに位置づけ、 まず
は平成 29 年の介護保険法の法改正、30 年度・33 年度の介護・障害 福祉の報酬改定、さ
らには 30 年度にも予定されている生活困窮者支援制 度の見直しに向けて、部局横断的に
幅広く検討を行う。 
 
5. 「磁石」としてのダブルケア：「自治型・包摂型・多世代型地域ケアシステム」構築へ 
・複合化するケア＝課題・ニーズが複雑化→多世代と多主体が協働して、どう解くか？  

• 「ダブルケア」とは、複数の課題や主体を引き寄せる「磁石」。 
• 多世代の当事者と、当事者に近い支援者たちと、一緒に構想・構築していく 
• 当事者・多主体と目標を共有して協働をすすめる、「多世代・多主体コーディネート
人材」の発掘・育成が鍵に 

• 「自治型・包摂型・多世代型地域ケアシステム」構築へ向けて、W.Coの役割大 
＊「地域住民（ダブルケアラー）による状況とニーズの定義に基づいた、子育て、介

護、貧困などの領域を横断して、包摂的に、多世代にまたがるケア関係を射程にいれ

たケアシステム」 
• 市場化するケア市場、外国人ケアワーカー問題、担い手の高齢化、人材不足 
→ダブルケアが当たり前な社会づくり、人材育成において、W.Coの役割大 
	 ワーカーズと行政、地域包括支援センター、民間企業等との連携の可能性 

	 ・子育て・介護のケアワークの社会経済的評価をあげる 


